












































「根性」 「執念」 「実践」 「愛情」 「厳しさ」とスポーツマンに要求されるすべての言葉が，
ぴったりとお似合いになる先生は，一度ペンを持たれると書き終えるまで，食事もとらずに何
時間もかかって，執筆される様相は我々が学ばなければならないことであろう。

































までの研究で，学会発表23回， 論文 120編に及ぶが， この所には紹介が出来ないので省略した
い。著書は，共同で2編， 一人でl編（「体育の科学的基礎」慶応通信，昭和30年。これは電子
工学が大陸間弾道弾を生み出している時代であるのに生体科学に一番の遅れがあることに痛感
しての出版である）がある。
研究の手始めは，ペドメ ーター （万歩計）を街路に持ち出しての自然歩行の研究であった。
一番の思い出は，日本体育協会スポーツ科学委員の委嘱で行った，複合選手とジャンプの選手
のトレーニングドクターであると言 う。 例えば笠谷選手は全ての点で世界ーであったが，ただ
持久性が不足であった。 6カ月間奈良岡研究室に通い，サーキットトレーニングの苦しいト レ
ーニングを続け， 46週目に初期の29分の終了時聞を17分台に短縮したことは驚異的であったと
言う。これからは，腕時計位のレクジョニング用ペースメーカーと いうものを考案し， 誰もが
健康マラソ ンが出来るように したいものだと意欲満々である。
